
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■非常に重要な汚泥処理問題を早期に解決します  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■環境に配慮した最新施設を整備します 

①環境現況調査を年２回（冬と夏）実施します 

②それを踏まえ環境影響評価を実施し、環境基準を守る

施設を整備します 

 
臭いを外に出しません 

方法① 施設全体を建物で覆うことで臭いを吸引し、

二重扉を設置します 

方法② 脱臭設備を設置します  
 

市民にとって必要で、早急に取り組まなければならない         です！！  

無駄な支出を削減 

市民負担の軽減へ 

アクアクリーン佐奈川（愛知県豊川市のし尿処理施設）
最新の処理設備を備え、万全な臭気対策を行っており  
周りの民家からの苦情はありません 

ミックス事業ニュース 
～先送りしてきた問題の解決に向けての取組みをご説明いたします～ 

耐用年数を大幅に超過した衛生センターの建設にあわせて、国からの補助金を最大
限活用できる汚水処理施設共同整備（ミックス）事業により、下水道汚泥、し尿汚泥
の乾燥施設を建設し、環境モデル都市としての責務である汚泥の市内処理と処理費用
軽減を実現し、今まで先送りしてきた問題をすべて解決します。 

重要課題 

市内で発生する 
汚泥は市内で処理 

環境モデル都市へ 

１．下水道汚泥乾燥処理の問題 ２．衛生センターの建て替え問題 

②し尿汚泥 

 乾燥施設建設 

先
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し
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き
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す ミックス事業を実施し３つの問題を

一度に解決します 

①下水道汚泥 

乾燥施設建設 

 

③衛生センター 

建設  

環境センターで 
焼却します 

肥料などに 
資源化します 

汚泥の処理費用を 
抑えます 

建設に国の補助金を 
多く獲得します 

問題点① 

・多治見市など市外で処理している 
・多額の処理費用を要する→年間 8500 万円 

※金額は平成 19 年度の実績  

・市内に乾燥施設がないため焼却できない 
・環境センターは余熱を発電に利用している
ため外部で乾燥しなければならない  

・耐用年数を大幅に超過しても建て
替えをしてこなかった 

 

・し尿汚泥は乾燥させると肥料などに資源化
できるが、市内に乾燥施設がないため資源
化できない 

問題点③ 

・維持補修費が増大している 
→年間 2300 万円  

問題点② 

・一部を京都府など市外で処理している 
・多額の処理費用を要する→年間 2400 万円  

水道部下水道課 

乾燥 
汚泥 

老朽化した衛生センター（北野） 



■苗木浄化センターに隣接する市有地を最適地として選定しました 

技術的専門機関である社団法人全国都市清掃会議監修の計画設計要領に基づき、３３ヶ所の候補

地の中から１ヶ所を厳正・公正に選定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■選定地は苗木浄化センターを建設する時に取得した市有地です 

苗木浄化センター隣接地は、浄化センター建設時に全筆買収の要望を受け、公共用地として取得

するため、変更の難しい都市計画公園ではなく、変更可能な浄水公園として事業認定を受けて買収

した市有地です。 

苗木浄化センターの入口付近には、下水道処理場付帯施設として、県下水道補助事業で、地元の

要望も取り入れて浄水公園を整備しています。残った市有地については、地元に「多目的グランド」

の図面を提示したことはなく、説明もしていません。したがって地元との約束はありません。 

残った市有地を有効に活用するため、この市有地に新しい衛生センターと、下水道汚泥、し尿汚

泥の乾燥施設の整備を計画してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実現性を重視した検討 

市全体から見たし尿収集運搬の効率を考え、し尿収
集人口の重心地から半径５ｋｍ以内を選定区域と
し、その中から３２ヶ所を候補地としました 

入口付近 

県補助で取得 

32ヶ所 

候補地の選定区域を設定 

全筆買収の要望があり

取得した市有地です 

地元の要望を取り入れ、広場、ゲート
ボール場、トイレなどを整備しました 

残った市有地を有効に活用します 

残った土地 

市費で取得 

隣接する市有地 

苗木浄化センター 

浄水公園 

県
道
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木
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線 

苗木浄化センター隣接地 

浄水公園の整備 

新しい衛生センターと 
汚泥乾燥施設の整備を計画 

評価項目にコスト面（進入道路の有無や施
設造成費、用地買収の必要性など）を加え
て比較検討しました 

事業の実施が可能か（地形や地質、放流先
への距離など）を比較検討し上位５ヶ所を
選定しました  

地元から提案のあった１ヶ所
を加え、実現性、コスト面を
再度比較検討しました 

●苗木浄化センター隣接地 
●検討した候補地 
●地元から提案のあった場所 

地元提案を加えて再考 33ヶ所 

６ヶ所 

苗木浄化センターに隣接する市有地が最適地 

コスト面を重視した検討 ５ヶ所 

市民の皆さまのご意見をしっかりと聞き、周辺環境に配慮したより良い最新施設を計画
してまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

水道部下水道課 0573-66-1111（内線 519） 

◆評価採点（２４点満点） 
 苗木浄化センター隣接地 ２３点 
上位５ヶ所の候補地   １２点～１７点 

浄水公園として 
事業認定 


